
2 []陪

大
州
市
婦
人
と
も
し
び
会
か
一
月
三
十
日
、
市
民
会
館
で
結
成
大
会
を
聞
き
ま
し
た
o

市
で
は
か
ね
て
明
る

く
住
み
よ
い
市
っ
く
り
を
モ
ヴ
J
P
l
に
、
関
心
ま
れ
な
い
環
境
の
ひ
と
び
と
に
震
の
手
を
さ
し
の
べ
る
運
動
を
挺

進
す
る
た
め
、
広
く
婦
人
日
徐
や
職
場
か
ら
削
減
つ
く
っ
ム
/
婦
人
社
会
奉
仕
団
の
結
頃
九
庁
呼
び
か
け
て
き
ま
し

た
カ

健康なからだをつくり、高い教養を身につける

(コ趣味を高め、うるおいのある生活をするの

。環境をととのえ、健全な子供の育成につとめるc

c郷土の芸術を育て、文化財を大切にする。
(大洲市民憲章〉
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大
洲
市
長

1日

づ

男!七201人女
世帯数 0，283世帯
面積 240 93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集J 文欝諜

21，029人

門
~~ 

一
の
向
上
に
意
欲
の
あ
る
1
か

た

な

ら

だ

一

2
2ゑる
の
で
、
家
庭
最
一

i
j
j
j
!
?
t
j

一

一

れ

で

も

舎

に

交

録

さ

れ

、

活

動

に

参

一

少

年

に

あ

た

た

か

く

一

湯

で

は

あ

た

た

か

い

思

い

や

り

の

あ

る

一

一

個

人

で

二

百

一

一

加

で

き

ま

す

。

そ

の

手

続

壁

一

員

室

部

一

例

年

学

年

米

品

川

、

卒

業

、

進

学

、

就

一

日

〈

ば

り

を

し

て

や

り

ま

し

ょ

う

。

蒜

品

九

)

ゐ

一

一

叩

喜

需

要

所

と

同

連

動

指

導

一

織

な

ど

の

問

号

、

産

た

ち

は

も

ち

一

[

お

釘

木

と

?

何

丸

山

万

円

一

一

一

一

-

一

一

柄

、

h
N帆

/

L

F

s

d

A

対

四

日

耳
目
白

pru昨
日

一

日

バ

リ

目

当

日

目

立

産

業

課

一

ふ

加

わ

鵬

賠

で

よ

農

地

取

得

、

融

一

一

十

7
ヵ

一

日

高

;

一

N

お

山

崩

一

@

器

プ

札

τ、込
め
ば
よ
い
わ
け
で
す

o
E
Zい
と

き

で

す

一

思

安

打

百

1

ウ

員

械

ン

謝

資

ワ

ク

を

拡

大

一

一

告

が

あ

っ

ま

れ

ば

、

小

グ

ル

ー

プ

一

こ

の

時

期

の

産

た

ち

は

、

精

神

的

一

一

一

防

局

北

人

機

ポ

表

感

農

業

委

員

会

が

取

り

扱

う

資

金

の

つ

一

一
に
世
話
人
主
主
主
し
ぴ
の
集
い
一
に
不
安
定
な
語
に
お
か
れ
て
い
ま
す
一
元
郵
便
言
語
器
製
と
し
て
お
消
お
肱

0

0

0

0

今

一

、

豊

富

資

金

ω融
量
産
が
一

一
」
を
作
り
¥
地
域
活
動
を
は
じ
め
る
こ
一
そ
の
た
め
、
わ
ず
か
な
失
敗
や
刺
激
一
使
用
す
る
た
め
に
、
庁
内
課
な
ど
の
配
一
同

一

一

一

一

叩

大

幅

に

引

き

上

げ

ら

れ

た

の

で

、

ご

利

一

一
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
が
も
と
で
、
三
、
ナ
ん
か
、
品
、
一
目
換
え
が
乙
白
石
忠
告
し
た
で

i
i
j
i
j
t
;
i
i
i
j
i
l
j
j
j
t一
四

一

一

;

こ

っ

不

良

宣

い

二

7
非
行
に
乙
新
し
く
別
館
へ
は
産
業
第
一
、
第
二
一
昭
和
四
十
一
年
中
の
許
所
得
告
が
十
一
万
円
一
周
く
だ
さ
い
。

一

l
i
l
-
-
L
I
l
-
-
l

一
課
、
商
工
観
光
課
、
教
育
委
員
会
問
一
日
ゐ
ー
凹
草
分
の
一
を
こ
え
る
人
。
一
そ
の
融
資
厚
相
は
何
人
の
百
万
一

一

l

:

一
新
館
へ
は
水
道
鋭
、
至
高
が
は
い
り
一
ノ
{
一
市
県
民
税
の
一
給
与
所
得
者
は
、
宮
の
場
合
申
一
円
が
一
一
百
万
円
に
記
入
の
場
合
の
四
一

か一
f

信

頼

さ

れ

①

奉

仕

す

る

ひ

ま

と

ゆ

一

が

あ

り

言

指

導

者

と

し

て

の

喜

一

弘

ド

出

震

を

時

査

一

ま

し

た

。

一

告

申

告

書

車

一

止

U
2
5
2
3石一
百
万
円
が
八
百
万
円
に
改
め
ら
れ
た
と

一

戸

」

/

員

計

j

若

手

千

十

一

品

英

の

と

す

で

す

。

一

内

事

出

し

て

い

た

一

与

の

ほ

か

に

農

業

、

営

業

、

警

な

一

の

で

利

率

三

一

分

号

、

期

限

(

一

、
一
一
昨

1
一階
1
喜

第

一

課

、

霊

一

意

引

だ

ぐ

時

期

一

ど

の

所

得

が

占

め

る

う

453一二
十
五
年
問
、
一
一
一
年
間
)
な
ど
は
従
一

"

市

議

会

%

臨

時

会

ご

同

土

日

午

;

司

イ

委

員

会

j
t
z一

1
近
づ
き
ま
し
一
に
か
か
わ
ら
ず
、
ま
叩
草
色
来
ど
お
り
で
す
。

国

川

一

課

一

Jfr)
一

↓

吉

一

て

切

だ

。

申

主

居

費

控

除

草

け

よ

う

と

す

る

人

一

貸

付

過

重

で

あ

る

か

き

か

の

要

一

・
市
議
会
は
十
古
臨
時
金
宮
、
一
一
干
一
一
年
上
ノ
霊
堂
、
同
一
王
八
一
二
階
l
教
育
委
員
会
、
市
誌
編
三
一
討
の
用
紙
は
池
一
は
史
け
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
一
件
は
次
の
と
お
り
。
一

今
月
一
平
六
日
で
任
期
満
了
す
る
助
役
一
年
同
村
長
に
再
選
、
二
十
九
年
合
併
一
事
務
同
一
ノ

j
L
/

区

長

え

」

ん

を

一

ん

。

一

①

農

業

者

で

、

農

業

所

得

が

過

半

全

一

の
後
抗
告
に
あ
た
り
、
定
高
一
に
よ
り
市
語
、
総
務
課
長
、
市
民
一
語
(
新
)
〕
一

1
7
E
L
防
車
じ
て
配
布
一
主
た
所
得
税
の
確
信
告
筈
喜
一
し
め
て
お
り
、
農
業
語
学
主

役
の

Eに
思
し
た
ほ
か
、
大
裂
一
課
長
清
利
関
長
主
て
、
四
十
年
一
業
一
課
あ
と
)

i

7

一
一
百
一
時
一
わ
れ
ま
す
の
一
出
し
た
人
は
、
引
に
市
県
民
羽
信
一
で
あ
あ
こ
と
o

日

院
事
業
財
政
一
円
苦
言
と
こ
れ
に
一
市
助
役
五
十
七
歳
、
中
村
一
一
一
階
1
文
書
(
障
害
一
ま
と
)
一
出
;
、
乙
と
し
一
白
書
は
提
出
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
一
③
農
業
在
日
主
主
十
歳
以
を
あ
一

望

す

る

語

ま

ど

乏

原

案

ど

お

り

十

，

f

J
勝
弘
繍
騒
ぎ
ぃ
7

J

一

ー

主

し

い

用

一

に

な

っ

て

い

ま

す

が

、

諸

控

室

に

一

る

陽

台

、

霊

議

事

現

に

良

一

司

hHU--L
弘
精
騒
い
京
市
一
納
得
の
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τ
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tt?
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λ川
麟

¥

離

斤

一

ま

し

ょ

う

。

了

に

な

急

い

官

、

車

交

一

戸

一

H

一
神
話
機
騒
機
?
三

1か
1ぃ
i
z守(」

大
訓
高
等
段
差
修
学
校
卒
、
昭
和
一
三

vi同
国
J
~
i
r
l
J
H
U刊
誌

UU一
さ

い

税

務

課

一

雪

一

カ

年

以

内

に

番

号

縮

小

一

引

H引
訓

引

け

引

刊

引

一

一

一

大

洲

市

内

に

住

ん

で

い

る

人

で

正

一

一

し

た

事

実

が

な

い

こ

と

。

一一

Ji供
与
、
犠
習
中
t
i
t
i
l
-
-
e

一
⑤
所
有
権
移
転
の
県
知
一
事
一
許
可
書
の

夫
婦
と
み
と
め
ら
れ
る
に
は
、
市
役
ら
、
法
律
上
の
警
を
受
け
ら
れ
な
一
一
一

6

l

i

l

i

-

-

4

一

一

一

一

一

交

付

の

白

か

ら

-

二

カ

月

を

従

過

し

て

一

所

へ

屈

け

(

婚

姻

庖

)

を

し

な

け

れ

い

た

め

に

、

思

い

が

け

な

い

不

利

益

一

一

一

千

〉

一

を
こ
う
む
る

2
2
2う
に

、

一

一

て

区

長

会

長

会

M

で

新

発

足

一

認

定

申

請

が

な

さ

れ

た

も

の

は

i
一

一

一

一

-

一

し

付

け

の

対

象

と

な

ら

な

い

と

と

ζ

↑

式

が

す

ん

だ

ら

す

ぐ

婚

姻

間

を

し

ま

一

一

一

一

し
わ
わ
十
、
本
籍
地
の
ほ
か
、
住
一
一
割
員
舘
「
地
区
長
」
は
「
区
長
」
に
一
昨
日
日
目
見
守
一

所

や

式

が

あ

げ

る

と

こ

ろ

の

市

役

所

一

一

一

一

(
主
は
役
場
)
に
も
出
す
こ
と
が
一
一
一
市
地
区
委
員
会
は
、
一
月
一
干
九
日
一
①
現
在
の
「
地
区
長
」
を
「
区
長
二
固
定
資
産
税
↑

で
き
ま
す
。
市
役
所
で
は
、
日
眼
目
一
一
一
市
民
会
館
で
全
体
会
を
聞
き
、
現
在
の
一
と
改
め
る
。
一

や
告
で
も
届
け
を
受
け
と
る
こ
と
一
一
一
度
委
員
会
議
警
官
、
新
た
に
言
旧
対
地
区
草
生
し
て
長
会
一
課
税
話
帳
の
一

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
式
の
日
取
口
一
各
地
一
低
か
ら
区
長
会
長
一
名
和
選
出
し
を
設
け
て
(
大
洲
地
区
は
一
一
一
地
与
一
縦
覧
一

り
が
決
ま
っ
た
ら
、
前
も
っ
て
市
役
一
一
一

μ
区
長
ム
U

芸
会
υ
で
四
月
一
日
か
ら
発
一
区
長
会
長
止
を
選
出
し
、

E
X〈
霊
会
一

所
へ
行
っ
て
届
け
出
に
心
安
な
こ
と
一
一
一
足
さ
せ
る
こ
と
言
め
ま
し
た
c

一
(
十
一
一
名
で
草
案
足
さ
せ
る
一
昭
和
平
里
度
分
自
定
資
産
評
一

を
聞
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
一
一
一
問
委
員
会
で
は
一
昨
年
提
示
さ
れ
た
一
③
区
長
と
区
長
会
長
の
任
期
を
回
二
個
価
格
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
一

ま
た
、
婚
姻
周
を
す
る
と
、
手
数
一
一
一
市
議
会
の
意
見
書
に
も
と

h22己
ベ
、
数
一
回
旦
凹
旦
一
と
し
て
エ
妄
写l
と
と
す
る
O

た
だ
し
、
区
互
一

τとおり
間
盟
口
定
ι盆沈資室同畏量一産庄司諜諜附咋一税型机虫品台台口日一帳朕竪ιがザ話一続縦腔覧居一廿トにL
一

刺
受
(
四
盟
百
円
巳
)
を
名
納
め
宅
て
仰
娼
遁
婚
婚
一
出
一
一
一
に
伝
わ
た
苦
り
役
富
員
会
毒
等
を
高
開
い
宅
て
検
警
討
し
土
一
玉
長
に
ワ

zいピ一五点や
sむ毒な
宗
い
雲
一
供

fしま
手
す
か
主
ら
、
関
寝
係
納
型
税
者
吉
は
縦
警
毘
一

受霊頭霊証詰明書
μ

を

Eと
る
き
こ
と
が
で
き
一
一
一
て
き
た
結
果
、
す
か
わ
る
社
会
情
勢
一
倍
慣
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
宣
し
て
く
互
い
…

ま

す

。

一

一

一

と

と

も

に

新

機

構

の

も

と

で

、

市

政

に

一

と

す

る

。

一

マ

縦

霊

場

所

一

塁
活
の
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い
も
一
一
一
協
力
す
る
ζ
と
に
な
見
が
一
致
し
た
も
石
各
地
域
の
区
長
会
は
、
内
部
議
一
市
役
所
本
庁
(
旧
大
洲
町
)
一

の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
一
一
一
の
で
す
。
一
の
連
絡
が
常
に
同
局
に
実
施
で
き
る
一

w

連
絡
所
(
各
連
絡
所
管
内
)
一

四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
改
革
の
一
ょ
う
、
そ
の
泊
域
の
実
情
に
即
し
て
一
マ
縦
覧
期
間
一

お
も
な
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。
コ
ベ
一
内
部
組
織
の
充
実
か
歯
る
こ
と
。
一
一
一
一
月
一
日
か
ら
同
月
一
平
日
ま
で
一

の

品料

U
I
レ

ノ/

ともしびそ一つによせあって事業計画などを審議

する婦人代表(市民会館で)

し〉

づ
く
り
へ

上

三b
口

と
な
る
も
の
で
す
。

結
婚
は
、
乙
の
よ
う
に
華
福
な
家

庭
、
幸
福
な
社
会
へ
の
出
発
点
と
な

トを

けつける

ス届

日曜日も

ば
な
り
ま
せ
ん
。

せ
っ
か
く
、
ま
わ
り
の
祝
福
を
つ
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可
刀
l
脇
差

銘

隆

国

文

政

三

年

二

月

日

一

口

銘

岡

本

隆

国

文

政

三

年

二

月

日

一

口

所

有

者

大

洲

市

大

洲

西

尾

実

氏

(
昭
和
幼
年

i
月

i
目
指
定
〉

ム
作
者
に
つ
い
て

隆
国
は
大
削
藩
お

抱
五
汀
鍛
治
岡
本
家

第
六
代
官
、
安
永
一
二

年
(
一
七
七
四
年
)

国
豊
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
、
俗
名
は
豊

次
郎
又
は
治
閉
じ
f

」一言

ぃ
、
大
き
〈
な
っ

γ

国
民
又
は
助
国
と
口
号

し
ま
し
た
。

で
も
最
優
秀
の

も
の

は
じ
め
は
父
に
授
を
学
び
、
寛
政
五

年
三
七
九
一
二
年
)
大
阪
一
の
名
匠
尾

崎
源
五
行
衛
門
助
隆
に
入
門
し
ま
し

た。
寛
政
七
年
に
務
か
ら
正
式
に
万
鍛

治
そ
仰
せ
付
け
ら
れ
、
越
え
て
十
年

九
月
藩
命
に
よ
っ
て
薩
州
路
見
島
伯

者
守
平
朝
日
々
回
正
良
万
へ
稽
古
の
た
め

出
向
き
、
出
精
勉
強
帰
藩
し
ま
し
た

が
、
な
お
乙
れ
に
満
足
せ
ず
、
更
に

江
戸
に
上
っ
て
当
時
の
巨
匠
水
心
子

正
一
秀
の
門
に
一
人
っ
て
、
こ
の
道
の
ザ
州
制

奥
(
う
ん
の
う
)
を
極
め
ま
し
た
。

実
に
岡
本
家
中
興
の
祖
と
量
一
口
わ
れ
る

に
ふ
さ
わ
し
J
究
政
三
年
十
八
歳
の

処
女
作
か
ら
没
年
ま
で
の
約
半
世
紀

の
聞
に
‘
優
秀
な
数
々
の
作
品
苧
透

し
ま
し
た
。

モ
の
鍛
冶
場
は
現
常
鍛
而
池
鶴
酒

造
場
の
辺
り
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

な
お
隆
国
は
敷
島
の
道
に
も
一
秀
で

亡
い
て
「
大
洲
和
歌
集
」
に
住
い
伴

品
を
遺
し
て
い
ま
す
。

弘
必
二
年
九
月
十
戸
臼
(
一
八
四

五
年
)
、
七
十
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ

回
ノ
口
本
番
寺
墓
地
に
葬
ら
れ
ま
し

た。

作
法
持
亙
墨
書
士

-
-
-
P

ム
刀
に
つ
い
て

寸
/
手
前
記
の
刀
は
回
匠
迫

ユav

同
作
中
で
も
最
優
秀
で
、

P

庁
l

美
し
い
了
子
(
ち
ょ
う

門
J

じ
)
乱
れ
の
刃
文
と
い
l

i

い
、
精
錬
さ
れ
た
地
鉄

匠

は

さ

な

が

ら

秋

の

重

の
よ
う
に
澄
み
き
っ
て

¥
/
お
り
、
反
り
、
恰
好
(

a

d

か
っ
ζ

フ
)
“
姿
、
賢

一
一
隅
適
，
度
で
ま
さ
に
備

叩
時
前
物
を
初
桝
(
ほ
う
ふ

品
企
γ

つ
)
さ
ぜ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。

ム
脇
差
に
つ
い
て

こ
の
脇
差
は
、
前
記
刀
と
周
年
同

月
の
一
長
銘
が
あ
る
の
で
、
お
t
L
一らく

註
文
打
ち
の
一
一
牒
物
(
ひ
と
こ
し
も

の
、
大
@
小
そ
ろ
い
)
と
し
て
回
時

大
洲
電
報
賓
話
局

に
伊
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

刀
が
備
前
物
そ
っ
く
り
で
あ
る

ω

に
対
し
、
こ
れ
は
相
州
伝
に
の
っ
と

っ
て
こ
し
ら
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

刀
、
脇
差
共
に
隆
国
四
十
八
歳
の

円
熟
期
の
作
で
、
犬
、
小
を
、
土
人
々

備
前
伝
、
相
州
伝
と
打
ち
分
け
、
各

々
の
特
色
を
う
ま
く
活
か
し
て
一
気

に
打
ち
あ
げ
、
し
か
も
一
点
の
き
ず

も
見
出
せ
な
い
佳
品
で
、
郷
土
万
匠
叩

降
困
九
庁
一
偲
ぶ
に
は
、
最
適
の
代
表
作

と
一
言
え
去
し
よ
う
。

備
考
大
洲
一
緒
お
抱
叉
刀
鍛
治
岡
本
家
系
図

1
1岡
木
治
兵
衛
源
国
迫
1
2
治

兵
衛
国
次
1
1
3
治
志
向
一
関
山
町
内
i
s
4

甚
左
衛
門
国
茂
1
5治
兵
衛
国
盟

1
6治
郎
九
郎
隆
国
!
?
安
太
郎

閤
良
i
g茂
兵
衛
同
時
i
9次
郎

九
郎
国
俊
I

ぬ
規
矩
太
郎
l
u
E規
(
本
町
〉

隆

次

郎

l

国
俊
(
宜
郎
)

(
市
教
委
社
会
教
育
課
)

種

圏
対
象
大
洲
地
区
の
申
込
者

圏
巴
程
3
月
4
日
(
火
)
、

5
日
(

H

水
)
、

6
日
(
木
)
、
7
日

(一余)

※
あ
お
ぞ
ら
二
号
車

ー
新
刊

日
本
詩
人
全
集
鉛
〈
吉
田
一
一
棺
他
〕

芙
と
地
と
中
。
下
巻
(
海
音
寺
〉

東
一
一
肌
の
昧
(
添
田
知
道
)

京
都
の
年
中
行
事
(
自
弁
書
之
介
〉

小
泉
信
コ
一
本
一
定
見

q
d
(
小
泉
一
信
一
ニ
〉

大
世
界
史
凶
(
中
屋
健
三

同
一
(
(
尾
鍋
輝
彦
)

世
界
の
旅
3
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア

人
間
関
係
を
生
か
す
ユ
ー
モ
ア
話
術

東
大
大
学
紛
争
の
原
点
(
生
越
忠
)

新
時
代
に
挑
戦
す
あ
白
木
の
産
業

現
代
の
家
庭
医
学
5
老
人
の
医
学

原
色
白
木
の
美
術

4
正
倉
院

日
京
国
入
門
〈
西
山
英
雄
)

日
本
の
旅
〈
座
右
中
五
刊
行
会
)

1
北
海
道

8
九
州

2
噴
北

9
関
東

3
信
越
m

飛
騨
日
鎌
倉
伊
豆
箱
根

4
京
都
日
東
海
伊
勢
志
摩

5
戸
震
@
南
紀
ロ
東
京

6
北
陸
@
山
陰
口
大
阪
@
神
芦

7
四
国
守
瀬
戸
内
海

山
岡
鉄
舟
l
。
2
・
3
(岩
崎
栄
)

人
聞
の
運
命
第
一
部
第
三
巻
愛

H

第
二
部
第
一
一
巷

嵐
の
ま
え

第
三
部
第
一
穂
夜
明
け

新
編
忠
臣
蔵
(
古
川
英
治
)

日
本
文
学
金
集
ぬ
あ
る
女
の
遠
景

文
学
名
一
言
集
(
世
界
編
)
(
本
多
)

日
本
池
名
大
事
典

7

北
海
道

日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成

第
五
巻
漂
流
(
池
田
陪
)

日
本
庶
民
生
活
史
掛
集
成

第
六
巷
一
授
(
森
嘉
兵
衛
)

朝
非
子
上
@
下
(
常
石
茂
訳
)

薬
の
話
(
一
ブ
イ
ア
編
集
部
)

発
明
考
案
の
紹
介
(
特
許
庁
)

知
ら
れ
ざ
る
霊
薬
(
加
藤
義
雄
〉

内
閣
文
庫
国
書
分
類
臼
録

上
め
下
e

索
引


